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１．わが国の犯罪状況 

 ・2002 年（平成 14 年）をピークに減少傾向 
 ・一部の犯罪は増加傾向 
 ・地域住民の体感治安は改善せず 
 
２．おれおれ詐欺の誕生 

 ・現代型犯罪：平成 15 年くらいに急増 
   → 携帯電話の利用 
 ・平成 21 年にいったん終息 
 ・手口の変化 
   → 振り込め型から受け渡し型へ 
   → ターゲットの合理的絞り込み 
   → 欺罔文言の多様化 
 ・被害者の特有の心理 
 
３．特殊詐欺（振り込め詐欺）の種類 

 ①おれおれ詐欺 
 ②架空請求詐欺 
 ③融資保証金詐欺 
 ④還付金等詐欺 
 
４．「おれおれ詐欺」の犯罪学 

 ①非対面型・非接触型の犯罪 
   犯人と被害者が対面しない 
   非対面の手口を可能にする携帯電話 
 ②組織犯罪の暗躍 
   役割分担（架け子、出し子、受け子） 
   加害者の希薄な罪意識 
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③アジア型犯罪：家族主義の悪用 
  ・他人さまに迷惑をかけない 
  ・家族の不幸は皆で助け合う 
 ④家族主義の崩壊？ 
   疎遠な家族関係 
 
５．政府の対策 

 ① 総合的な振り込め詐欺被害防止対策等の推進  
② 振り込め詐欺の徹底検挙 
③ 携帯電話、預貯金口座等の犯罪への利用の遮断 
④ 振り込め詐欺に係る「道具屋」の徹底検挙 
⑤ 本人確認の徹底 
 

６．それでは、どのようにして防ぐか？ 

 ・家族の紐帯の確認・強化 
 ・日頃からの自衛策 
 ・地域コミュニケーションの活性化 
 ・金融機関の役割 


